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解析 を使ってプロツホ方程式を使わない方法を与えた｡尤 も, この方法は量子力学的に




























































































又, (2･15)と(字･16)の右辺 ｡′一依存性は左辺ではA-tAJ･(a')I-の依存性 とし
て記されている｡
以上の定式化は,古典的な系-も直接適用される｡この場合はFa-として
Da(x,p)-i.･ ifIAJ･(x･p卜 Aj(a= ≦8
-0,otherwise
(2･18)
をとればよい｡こ､に, Daは位相空間 †x,pi…txJ･pj;1≦ j≦3NI内の coarse
grainingparameterEで指定される定義函数であり従って耳写彰子である2.4)･30)もL
Da(x･p)を碍象的に 8(A(x)-a)≡HJ･∂(AJ･lx),-｡j),aJ--AJ.(a),と書けば (2･13)
















partとphysicalpartより成り立ってY､ると考えられる｡ こ ゝで formalpartとい
うのはある物理量に対する1Jiouvilleeq.の写影演算子を用いた形式的な分割による線
















*) 極 く最近,川崎 (恭治 )氏はもっと我々の理論に近い理論を出して居られる｡
lJ･Phys･AEC1973),Ll].
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が得られる.こゝに, L/-LIL｡でKaa′(申 まし2･10)式で定まる. マルコフ近似で
は1,2)(2･7)式は
d





















































ITn･bs>である｡但し, bstま系の IS(i)) 以外の自由度を表す｡又,熱浴の完全な表







































































ま q(W '- ipoeqしか)浩 一芸lK m'mql'掛 け ,(町)(｡TZ,
を得る.核は









(3･27)式の和は全エネルギーEとス ピ ン ･ エ ネ ル ギ ー E,nが一定という条件で,す
べての微視状態について行うものである｡
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平衝統計力学の標準的な教科書36)によれ鴎 この儀な和はカノニカル分布













ノ(.2･12)式を用いて (3･28)より(非線形 )Langevin Eq.を導 く~のはすぐに出
来る｡
S(T)Ll)-EmSn(T_)" qm(T)(gJ (T-0･± )
より
(3･35)






+(1-e-` )EQ(1)(S臼 S(0)+S(0)S臼)+R臼(り (3･37)
が得られる
当然の事として, (3･36),し3･37)両式はTf'-Bの(4･19),し4･20)両式に対








熱力学的極限は (3･28)〟(3･37)で, 8-0(N-- )ととればよい｡
E¢(I)→ 〆 T) (4｡1)
と仮定するのが良さそうである｡こゝに W(T) は有限の値とする｡クロネッカーの∂一
記号は ∂一函数に置き換えてEの2次まで展開する｡時間尺度は元に戻す :i- 8t.
この極限でのqご)〔りをg(ワ)(m,り と書けば,
ま g (7 ㌦-,り - ip .g(り (-,り - 1K'甲 ) (-,- 1)g (甲)(-1,りd- 1+ ,(符)(-,り
(4･2)
を得る｡但し,











K'0'ls,sl'-2F'1'〔2S3Ts･(1′4-S2,(2Pw.is一覧 )〕∂〔S- 1H 4･5)
∂






却 ま, しかし,古典スピンの研究よ｡推測されていたもの11),r～13),37) とは可成違 っていー
る｡非線形lJangeVinEq.は
意 S (o'-14F'l'S(α-2Pw.W(1'(5摘 押 + S'jsH ,･R'0帰 し｡.7)
及び
ま S臼- iw.SO-2W (0)･2g(1))sb･3βwog･(1)(sos(0)･S(0)see,十和 )
(4･8)
となる｡この乱雑カは関係式





dl(0)(S)-4g(1)〔S2+ pw.sH / 4- S2)]
dlejts)-2g(0)S2+4g(1)ls2-6P% S2杯 ? -1/4〕
とする｡ (4･7),し4･8)両式より乱雑力を落せば現象論的方程式




意 st9-±iw.S軋 2(W(0)･ F(1))sO･3卿 (1)(S臼S(0)･S(0)st9)
(4･13)
が得られるが,これは丁度 BlochEq･(1･1)に相当する｡何とならば,非線形項を
平均で置換えれば(4･12.)では醇 <S(0)> に, tJ4･13)ではゼロに な る3):13)からで
ある.
(4･11)及びBloch Eq.(4･12),(4･13)が本論文の主要結果である｡
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